
①有識者会議を設置し、原因究明を進め、 今回の大雨による

水没の原因を踏まえた再発防止策を講じる。

②雨水ポンプ（高揚程の大型ポンプ）は製作・設置に長期間を

要することを踏まえ、段階的な排水機能の回復をめざす。

※再使用可能な部品を集め、可能なポンプから稼働開始

③大放水路とポンプ室のジョイント部での破損が要因の一つと考

えられるため、応急処置を実施し現場内の安全確保を図る。

④他の雨水進入箇所の有無についても引き続き調査を進める。

Ⅰ. 完全な排水機能の回復（本復旧）

雨水ポンプの状況 仕切り壁の破損状況
大放水路とポンプ室の
ジョイント部の破損状況

①なにわ大放水路に流入した雨水を速やかに排出できるよう、

貯留した雨水の排水能力を増強する。

②寝屋川流域全体での対応として、

貯留施設としてより効果的な運用となるように取り組む。

⇒国・府・市の検討会で検討・具体化

③いざという時の備え（土のうの貸出など）の充実を図る。

貯留機能を効率的に活かすため、

早期に可能な取組は、今期の大雨の備えとして速やかに実施し、

一定の期間・費用が必要な取組は、来年の６月までの実施をめざす。

「なにわ大放水路」雨水ポンプ停止に関する取組について

Ⅱ. 本復旧までの大雨への備え（緊急対策）



＜貯留量情報イメージ＞

「なにわ大放水路」雨水ポンプ停止に関する取組について

・大阪市ホームページのトップページの 「トピックス」に

バナーを掲載し、取組の進捗など、最新情報を適宜発信

・リアルタイムで

「なにわ大放水路」の貯留量情報が確認可能

Ⅲ. 情報発信の取組

← 大雨への備えのお願い
―なにわ大放水路のポンプ停止に伴って―

← 「なにわ大放水路」の貯留量情報

① お住まいの地域周辺
で降った雨は、平野
市町抽水所に集まり、
ポンプで平野川へ
排水します。 
⇒通常の雨はこの
施設で排水を実施

② さらに雨が強まると、
  なにわ大放水路に
水が流入し、住之江
抽水所からポンプで
住吉川へ排水します。

③ さらに雨が強まると 、
寝屋川南部地下
河川に雨水が流入し、
地下で貯留します。

＜【参考】基本的な仕組み＞
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